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平成２６年度第４回公立大学法人熊本県立大学理事会 
議 事 録 

 

日時：平成２７年３月２４日（火）午後２時３０分～午後４時２０分 

場所：熊本県立大学 本部棟２階大会議室 

出席： 

＜理事＞ 理事長   五百旗頭 真 

副理事長（学長）   古賀 実 

        理事（事務局長）   岡本 哲夫 

     理事（副学長）    津曲 隆 

     理事         小栗 宏夫 

＜監事＞ 監事            清水谷 洋樹 

監事            樋口 信夫 

＜事務局＞髙山事務局次長、元島教務入試課長、安達学生支援課長、福永総務課長、 

花村企画調整室長、前田地域連携・研究推進センター事務長、 

野尻学術情報メディアセンター事務長、 

山瀬総務課総務班長、石松総務課財務班長、 

山田企画調整室参事、奥村企画調整室参事 

 

Ⅰ 開会（進行：髙山事務局次長） 

 

Ⅱ 理事長あいさつ 

 

Ⅲ 議題（議長：五百旗頭理事長） 

＜審議事項＞ 

１ 平成２７年度年度計画（案）について 

事務局企画調整室長から、資料１に基づき、第２期中期計画の４年目にあたる平

成２７年度の年度計画（案）について、教育、研究、地域貢献、国際化、学生生活

支援、業務運営の全般にわたり６４項目の計画で構成しており、各分野の主な計画

案の紹介とともに、３月末までに策定し県へ届け出る必要があるとの説明があった。 

審議の結果、案のとおり承認した。 

 

２ 平成２７年度予算（案）について 

事務局総務課長から、資料２に基づき、平成２７年度予算（案）について、前年

度からの増減の主要因や特色（①学長リーダーシップによる入学志願者増加に向け

た新たな特別交付金の創設、②学生の留学支援、シンポジウム開催等による国際化

の推進、③COC、外国人水銀研究留学生支援、減災プロジェクト等の補助事業実施）

などについて、説明があった。 
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審議の結果、案のとおり承認した。 

 

３ 教員採用に係る枠取りについて 

古賀学長から、資料３に基づき、次の３件について、いずれも平成２８年４月１

日採用予定として枠取りを行いたいとの説明があった。 

① 文学部「英語・異文化コミュニケーション」准教授又は講師１名 

② 総合管理学部「社会学」准教授又は講師１名 

③ 総合管理学部「法哲学」教授又は准教授１名 

審議の結果、提案の３件の枠取りは承認するが、３件目の「法哲学」は「社会倫

理」とした方がよいとの意見が付され、分野名を修正することとした。 

 

４ 本学の理念等の見直しについて 

事務局企画調整室長から、資料４に基づき、自己点検・評価の一環として本学の

理念や目的等について適切に設定されているか等を運営調整会議で検討し、うち「理

念」と「大学院の目的（大学院学則第２条）」は表現の一部を見直した方がよいと

の結論になったと報告があり、それらの見直し案の説明があった。 

審議の結果、案のとおり承認した。 

 

５ 学校教育法及び国立大学法人法等改正への対応について 

事務局総務課長から、資料５に基づき、大学ガバナンス体制の構築を目的とした

学校教育法及び国立大学法人法等の改正に対応し、副学長の職務や教授会の審議事

項に係るもの等処務規程や学則等を一部改正する案について説明があった。 

審議の結果、案のとおり承認した。 

 

＜報告事項＞ 

１ 環境共生学研究科における専修免許課程（家庭）認定について 

事務局教務入試課長から、資料６に基づき、平成２６年５月に文部科学省に課程認

定申請を行った環境共生学研究科における専修免許課程（家庭）について、平成２

７年２月４日付けで認定されたとの報告があった。 

 

２ 平成２７年度カリキュラム改正について 

事務局教務入試課長から、資料７に基づき、次の２点の平成２７年度カリキュラム

改正について教育研究会議で了承されたとの報告があった。 

① 「地域理解とリーダーシップ」の設置や英語合宿の単位化などを主な改正内容

とする新たな共通教育カリキュラムの施行 

② 日本語日本文学科では地域理解の促進やプレゼンテーション能力の向上を、英

語英米文学科では英語運用能力の向上や英語教育領域の強化を図ることを内容と

した文学部専門教育カリキュラムの改正 

 

３ 総合管理学部の今後のあり方について 

津曲副学長（総合管理学部あり方検討委員会委員長）から、資料８に基づき、平
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成２６年１０月から計９回の委員会で検討したものの中間報告として、総合管理学

部の新たな理念、人材養成の目標、ＤＰ、ＡＰ及びＣＰの案並びにカリキュラム体

系図案などについて説明があった。 

 

４ 教員の採用について 

事務局総務課長から、資料９に基づき、平成２７年４月１日に次の５名を採用す

る予定との報告があった。 

  ① 文学部英語英米文学科  アメリカ文学・文化 講師 

  ② 環境共生学部居住環境学科 建築計画学  准教授 

  ③ 環境共生学部環境資源学科 水環境科学  准教授 

  ④ 環境共生学部環境資源学科 英語教育  准教授 

  ⑤ 総合管理学部総合管理学科 情報メディア  講師 

 

５ 特任教員の採用について 

   事務局教務入試課長から、資料１０に基づき、平成２７年４月１日に次の２名を

採用する予定との報告があった 

  ① 環境共生学部 特任准教授 教職課程関係 

  ② 教学ＩＲ室 特任講師 ＣＯＣ事業のうち教育改善関係 

 

６ プロパー事務職員の採用について 

   事務局総務課長から、資料１１に基づき、平成２７年４月１日に２名のプロバー

事務職員（法人独自の事務職員）を採用する予定との報告があった。 

 

７ 「小辻梅子奨学金（仮称）」の創設について 

   事務局学生支援課長から、資料１２に基づき、故小辻名誉教授のご遺族からの未

来基金への寄付を原資として、寄付者の意向を尊重し、文学部英語英文学科及び文

学研究科英語英米文学専攻の学生を対象とし、海外研修・留学の経費の一部助成を

目的とする「小辻梅子奨学金（仮称）」を創設する予定との報告があった。 

 

８ 熊本県立大学奨学金の運用方法の検討について 

   事務局学生支援課長から、資料１３に基づき、学生に対する効果的な経済支援の

ため、次の２点の見直しを行う予定との報告があった 

① 熊本県立大学学業奨励奨学金を廃止し、要件及び減免率見直しによる減免対象

者の拡大と減免の拡充を行う。 

② 平成２８年度入試から「熊本県立大学くまもと夢実現奨学金」を廃止し、当該

対象者の授業料を正規の修業年限中は全額免除とする。 

 

Ⅳ その他 

・ 五百旗頭理事長から、岡本事務局長が３月で定年退職（併せて理事退任）すること

の紹介とともに謝辞が述べられ、岡本事務局長からは、退任の挨拶があった。 

・ 高山事務局次長から、平成２７年度の理事会の開催予定は次第に記載のとおりであ

るが、うち第１回から第３回は経営会議に引き続き開催するため開始時間は目安であ
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るとの説明があった。 

 第１回 平成２７年６月２３日（火） 午後３時３０分～ 
 第２回 平成２７年１０月２０日（火） 午後３時３０分～ 
 第３回 平成２７年１２月２２日（火） 午後３時３０分～ 
 第４回 平成２８年３月２４日（木） 午後２時３０分～ 

 

Ⅴ 閉会 

 


